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公共図書館における
情報リテラシー支援と
地域資料のデジタル化

TOSYOKAN-HYORON No.62: Dec. 2021 第47回研究集会編

　メディアの電子化、パソコンやインターネットの普及、Web による情報発信・入手の一般化、住民の ICT
スキル向上など、社会の大きな構造転換に、図書館サービスは適切に対応できているのだろうか。
　本稿では、「調査する住民」をキーワードに本プロジェクト内での議論から、インターネット後の公共図書
館における重点サービスとして、情報リテラシー支援と地域資料のデジタル化の 2つを論じた。1章では、調
査する住民に関しての最近の言説を紹介し、調査を支える基盤の情報リテラシーと、地域資料の収集・提供・
共有について述べた。2章、3章では、情報リテラシーと地域資料の概要をそれぞれ紹介した。4章では、情
報リテラシー支援と地域資料のデジタル化について、重点サービスの概要を提案した。
　図書館が提供できる資料・情報は、流通している図書・雑誌からインターネット上で流通する資料・情報ま
で拡大した。現在と将来において、生活インフラとして、インターネットが普通の情報基盤となっている。図
書や雑誌の閲覧・貸出だけでなく、ユニークな地域資料や個人文庫のデジタル化は、地域住民だけではなく世
界中からの情報要求にも応じることができる。デジタル情報の提供とアクセス、情報リテラシー支援による情
報探索スキルの保証により、地域から地球規模まで、調査する住民の要求に応えることは、従来の図書館業務・
サービスのノウハウを蓄積してきた図書館にしかできない。地域のため、地域にとどまらない世界のためとい
う理想を実現し、地域にもフィードバックされ、それが共有・連携のサイクルを形成することを期待したい。
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はじめに
　メディアが電子化し、パソコンやインター

ネットが各家庭・個人に普及している。Web

による情報発信・入手が一般的になり、住民

の ICTスキルも向上している。こうしたイン

ターネットに代表される ICTの変化によって、

社会は大きく構造転換しているが、図書館

サービスは適切に対応できているのだろうか。

　図書館笑顔プロジェクトは、「ユーザーと

業界が元気になる」を目標として、2016年

秋から活動を開始した。調査する住民の立場

から、最初に、未来の図書館を概観し
1）
、次に、

自宅からの DB利用の必要性を述べた
2）
。これ

らは、地域における館種を超えた連携
3）
を発展

させたものである。

　今回も、「調査する住民」をキーワードにプ

ロジェクト内での議論をまとめた。本稿では、

インターネット後の公共図書館における重点

サービスとして、情報リテラシー支援と地域

資料のデジタル化の 2つを取り上げた。1章

では、調査する住民に関しての最近の言説を

紹介し、調査を支える基盤の情報リテラシー

と地域資料の収集・提供・共有について述べ

る。2章、3章では、情報リテラシーと地域資

料の概要をそれぞれ紹介する。4章では、情

報リテラシー支援と地域資料のデジタル化に

ついて、重点サービスの概要を提案する。

1. 調査する住民
　日々の暮らしにおける「簡単な調査」は、

スマホひとつで簡単に解決できる。例えば、

今日は愉しいことがあったので、夕食は外食

にしようと決定し、どんなお店が良いかをグ

グって複数候補をピックアップして、お店の

公式サイトやグルメサイトや、個人による

SNSの書き込み等を参照して、メニューや

値段を比較・評価・選択し、お店までの交通

経路や所要時間をスケジュールし、同伴者に

連絡する。こうした一連の流れも立派な調査

といえる。学校・家庭・職場などの日常生活

は知的営為であり、事柄や物事についての実

態・動向・事実関係をはっきりさせる調査活

動に満ちている。

　また、地域住民自身による地域や社会の課

題解決のための「本格的な調査」が、立場の

異なる著者によって論じられるようになった。

これもWebによる情報発信・入手が一般的

になった時代の要請なのだろう。

　佐藤
4）
は、専業作家としての知的生産術を

まとめたとしているが、知的生産とは社会

のトップ 1％のスキルではない、としている。

知的生産の重要な要素として、「楽しんで仕

事をすること」をあげ、知的生産力を高める

ことによって、人生の充実度が上がることの

重要性を強調している。また、自分たちの社

会の問題を解決する、自分たちがより安心し

て暮らせる社会をめざす、そのための「調

査」の必要性・有効性が紹介されている。

　宮内等
5）
は、複雑な社会にあって、国や専門

家任せにしないで、自分たちのことは、納得

できる形で、自分たちで決め、自分たちで解

決することを勧めている。一人ひとりが生き

ていくなかで必要なことを調査し、自分たち

にとって必要なことを見極め、具体的な解決

策を実行する。ここでは、調査者と実行者が

同じであることが最大の特徴であり、それが

住民自身による調査となっている。私たち一

人ひとりが生きていくなかで必要なことを調
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べ、よりよい社会をつくっていくために調査

すると述べられ、更に、そのために調査の具

体的な方策として練習問題が例示され、調査

する住民の調査課題の解決過程も示している。

自分が暮らす町の子育て支援の課題、子ども

の貧困、マンションの生活騒音の問題、日本

における独居老人、住んでいる市の農業は現

在どういう問題をかかえているのか、などで

実践的な内容である。また、論文や本を批判

的に読むクリティカルリーディングとして、

書かれたものの「信頼度」を意識し、書かれ

ていることが真実かどうかを評価・判断する

ことの必要性も示されている。

　インターネットの匿名掲示板「2ちゃんね

る」の開設・管理人であったひろゆき
6）
は、第

7章の「あらゆることを調べつくせ」の項で、

興味が出たものは徹底的に調べ、納得するポ

イントを探り、「知りたいから調べる」を出

発点にして、調べることの過程を楽しめる人

になることを勧めている。

　吉見
7）
は、デジタル化の進展と知識の断片化

により、大学から社会全般まで、知的創造

のための社会的条件が弱体化しているとし

て、知的創造を支える図書館や大学、デジタ

ルアーカイブなどの社会的基盤がどうあるべ

きか、知的創造をいかにして奪還するかを

論じている。社会学的系譜としての清水幾

太郎『論文の書き方』（1959年　岩波新書）や、

情報学的系譜の梅棹忠雄『知的生産の技術』
（1969年　岩波新書）から続く、知的生産・創

造をテーマにした本は数多く出版されている

が、吉見の著書がこれまでと一線を画するの

は、知的創造の方法論で終わらせず、社会的

基盤の視点から論じている点である。

　四者と同様のことを、前川
8）
も「本をとおし

て自分で物事を考える市民が増えれば増える

ほど、社会が良くなるはずだと信じた。あら

ゆる人間には本能的に知的好奇心があり、そ

の好奇心、気持ちを尊重し、市民の期待に

こたえるのが自らの仕事だと考えた」（p.164）

とされている。図書館が発展した 60年代、

70年代の信念は、現代にも通じるのであろう。

　今後、住民自身による調査と、批判的思考

による地域の問題解決は、住民の生活や地域

社会において必須事項となる。従って、調査

方法を含んだ情報リテラシーと、調査を支え

る地域資料の収集・提供・共有は、その基盤

となる。

2. 情報リテラシー支援
　図書館の所蔵資料は、地域活性化に関する

図書館経営において「公共図書館はあらゆる

人に開かれた、地域の中で最も良く利用され

る公共施設の一つであり、その所蔵資料は、

人類の知のあらゆる領域に及んでおり、暮ら

しやすく、元気なまちづくりが求められる中

で、…（中略）…住民の生活や地域の産業に

役立つサービスを提供するなど、さまざまな

やり方でまちづくりに貢献することが期待さ

れている
9）
」とある。図書館は、あらゆる調査

に対応可能な質と量を、個々の図書館の総体

として備えている。

　そして、総体としての蔵書を住民が利用す

るためには、課題を設定し、求める資料を効

率的に探し出して入手できるよう、資料や情

報の専門家である図書館員による情報リテラ

シー支援が必要となる。加えて、図書館やイ

ンターネットによる蔵書の利用や情報リテラ
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シー支援のための適切な手段や仕組みの構

築・運営・改善も必要となる。

2.1. 情報リテラシーとは

　情報リテラシーは、情報技術を使いこなす

能力と、情報を読み解き活用する能力と、二

つに分けて定義される
10）
。

文字を読み書きする能力を意味するリテラ

シー Literacyから派生し、「情報技術を使い

こなす能力」と「情報を読み解き活用する能

力」の二つの意味をもつ。「情報技術を使い

こなす能力」とは、コンピュータや各種のア

プリケーション・ソフト（特定の作業のための

ソフトウェア）、コンピュータ・ネットワーク

などの IT（情報技術）を利用して、データを

作成、整理したり、インターネットでさまざ

まな情報を検索したり、プログラムを組むこ

とのできる能力をさす。コンピュータ・リテ

ラシーとよばれることもあり、ITの分野で

情報リテラシーという場合は、こちらを意味

していることが多い。一方の「情報を読み解

き活用する能力」は、広義の情報リテラシー

と位置づけられる。テレビ、ラジオ、新聞、

雑誌などさまざまなメディアから発信される

情報の役割や特性、影響力などを理解する力、

および自ら情報を収集、評価、整理し、表現、

発信する能力など、情報の取扱いに関するさ

まざまな知識と能力のことをさし、メディア

リテラシーともよばれる。学校教育の現場な

どでは、おもにこの意味で使われる。

　例えば、高等学校の教科「情報」は 2003

年には 3科目だった。コンピュータの基礎技

能と情報活用の実践力に重点を置いた「情報

A」、情報の科学的理解と機能や仕組みに重

点をおいた「情報 B」、情報社会に参画する

態度を育てることに重点をおいた「情報 C」

である
11）
。現在は「社会と情報」と「情報の科

学」の 2科目となっている
12）
。二つの科目と情

報リテラシーの二つの定義はペアになって

いる。更に、2022年度からの新しい学習指

導要領では、「情報Ⅰ」（プログラミングを含む。

共通必履修）と「情報Ⅱ」（より高度な内容を含

む｡ 選択科目）の 2科目へ再編され、2025年

1月の大学入学共通テストからは、教科「情

報」が新教科として出題される。

　高校生が学んでいる内容について、彼らと

の理解の程度に差があるとしても、年齢に関

係なく、一般住民も図書館員も了解している

べきだろう。特に、住民と行政職員の情報リ

テラシーを支援し、インストラクターともな

る図書館員は、現時点では職務として位置づ

けられていなくとも、今後の需要を先読みし、

職場としても、情報のプロを目指す図書館員

としても、早急な対処が必要である。今後、

住民要求とのギャップが取り返しのつかない

ほど大きくなれば、図書館が住民や行政や社

会から見放されるだろう。

2.2. 情報リテラシー関連図書

　情報リテラシー関連の本は、一般人・学生

向けから図書館員向けまで多数出版されてい

る。最近の本を中心に数点あげる。課題設定

やアウトプットには、論文作法や情報発信技

術
13）-15）
、資料を効率的に探して入手するには情報

探索法
16）,17）

に習熟するのが良いだろう。

2.3. 日本の図書館における情報リテラシーの

位置
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　わが国の図書館で、利用教育から学習支

援としての情報リテラシー教育へ転換した

背景には、アメリカで 2000年に公開された

ACRL（Association of College and Research Libraries）

の「高等教育のための情報リテラシー能力基

準
18）
」の影響がある。この基準では、情報リテ

ラシーを単に「情報テクノロジーを使いこな

す技能」だけではなく、「問題解決や批判的

思考をテクノロジーの利用に適用すること」

に焦点を当てたことが特に注目される。この

基準は、2015年には「高等教育のための情

報リテラシーの枠組み
19）
」として改訂され、情

報リテラシーは「情報を反省的に発見し、情

報がどのように生産され価値づけられるかに

ついて理解し、新しい知識を創造しかつ学習

の共同体に倫理的に参加するのに必要な情報

を利用する際に必要となる能力の総体」と、

基準から枠組みに発展している。

　日本の図書館における情報リテラシー支援
20）

については、学校・大学図書館で、新入生オ

リエンテーションの時期に「利用（者）教

育」という名称で取り組まれてきた。また、

特に医学・薬学系図書館では、早くから情報

検索ツールの利用方法の案内が行われていた。

国立大学図書館協会でも「高等教育のための

情報リテラシー基準
21）
」（2015年版）が公開さ

れている。

　学校・大学図書館では、利用教育の発展型

として取り組まれてきた情報リテラシー支援

だが、公共図書館では 2005年に発表された

政策文書の「地域の情報ハブとしての図書

館：課題解決型の図書館を目指して
22）
」なども

あり、ビジネス支援、医療健康情報支援など、

課題別の支援を行うための方法として、ある

いは ICTの急速な発達によるデジタルデバ

イド解消のため、新たなサービスとして限定

的に提供されているといえるだろう。

　情報リテラシーの対象範囲が、図書館員の

認識している図書館での蔵書検索やデータ

ベースによる情報探索から大きく踏み出して、

教育や政策決定をも取り込んで大きく変貌し

ている。従って、今後の図書館サービスの領

域として大いに注視する必要がある。

2.4. 日本の教育制度と情報リテラシー

　教育制度と情報リテラシーの関係は対象領

域が広範囲に及ぶため簡単に述べるにとどめ

る。

　情報リテラシーを教育学の面から見ると、

西欧近代的な実証主義の教育から構成（また

は構築）主義への学習理論の大きな変化があ

るということができる
23）
。

　構成主義の学習理論では、「学習者中心の学

習環境」、「問題解決学習（problem-based learning）」

などの方法が重視されるが、これは大学図書

館でのインフォメーション・コモンズから

ラーニング・コモンズへの移行のなかでも学

習理論の変化の影響として指摘されている
24）
。

　この情報リテラシーをさらに発展させ「市

民リテラシー」とすると、公共図書館が市民

に提供すべき主要なサービスとしての位置づ

けが可能となるだろう
25）
。

3. 地域資料のデジタル化
　前の 2章で引用した「住民の生活や地域の

産業に役立つサービスを提供する
26）
」からも、

従来からのサービスとしても、そして、地方

創生や地域活性化などの文脈でも、地域資料
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の収集、提供、デジタル化の重要性は、ます

ます大きくなっている。『図書館の設置及び

運営上の望ましい基準
27）
』の「市町村立図書館

は、インターネット等や商用データベース等

の活用にも留意しつつ、利用者の求めに応じ、

資料の提供・紹介及び情報の提示等を行うレ

ファレンスサービスの充実・高度化に努め

る」から、図書館サービスを発展的に考えれ

ば、インターネットを活用した情報提供の一

つとして、地域資料のデジタル化をもっと推

進すべきである。

3.1. 地域資料とは

　『地域資料入門
28）
』によれば、地域資料の定

義は、「当該地域を統合的かつ相対的に把握

するための資料群」で「地域で発生するすべ

ての資料および地域に関するすべての資料」

であり、その目的は、その地域について関心

を持つものが学習・研究し課題を解決するた

めに必要とされる情報と資料を図書館が備え

るところにある。地域資料サービスとは、こ

うした資料群を、「調査する住民」に対して、

適切に援助するところにある。当該地域のみ

ならず、調査に必要な各地の地域資料・情報

を保持する図書館や機関と連携・協力して

サービスを達成できる。

　『地域資料入門』（1999）以降の、地域資料

サービスのあり方の論点整理、調査研究の動

向、課題、デジタルアーカイブ化などを網羅

した文献レビュー
29）
も参考になる。

3.2. 公共図書館の中心的業務としての「地域

資料デジタル化」

　地域資料に関する収集の状況・方針・整

理・所蔵の調査には、全国公共図書館協議会

による「公立図書館における地域資料サービ

スに関する実態調査報告書」（2018）などが

あり、サービス状況を把握できる
30）
。地域資料

のデジタル化の概略については、デジタル化

の方法、目的、課題、対象資料が簡潔にまと

められている
31）
。地域資料のデジタル化の全体

についての論考
32）-41）

も近年は多い。文献リストと

ともに主なものを紹介する。

　根本
42）
（2002）は、地域資料サービスを以下の

ように位置付け、調査する住民の範囲が住民、

自治体職員・議員であり、活動内容が地域政

策の決定にかかわる事項であるとしている。

　地域資料サービスは、地域における自

己決定のために、自治体内部の情報や地

域に存在する情報をまず満遍なく集めて、

その中で一番良い方法を決定するときの

素材を提供する。

　地域資料サービスは、地域における意

思決定にかかわる自治体職員や地方議会

の議員、また市域に対する関心が高い住

民、住民運動や様々な地域活動を行って

いる住民にとってなくてはならない存在

であり、地域のオピニオンリーダーに図

書館サービスを改めて評価してもらう

きっかけになる。また、図書館という開

かれた場で地域資料サービスを行うこと

によって、職員、議員、住民という異

なった立場の人々が同じ情報を共有しな

がら意思決定に参加できる可能性を持た

せることができる。

　また、根本
43）
（2004）は、住民の自治能力が
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問われているとして、住民の政策判断のため

には新鮮な情報としての地域資料が必要なこ

と、図書館が市民生活の消費的側面だけでな

く生産的な側面にかかわるべきとの考え方の

存在を示している。

　福島は『図書館機能の再定置
44）
』で、図書館

の規模的拡大が望めない現在の社会状況を踏

まえたうえで、図書館は情報・資料提供機能、

特に地域資料・デジタルリソースの提供機能

に注力すべきだと主張した。彼は、いわゆる

広場機能や児童サービスなどは、有意義なも

のではあるが図書館以外の機関でも提供可能

であり、それよりも博物館や文書館が現状で

十分機能できていない部分を図書館機能に取

り込んでいくべきだとし、その方法として図

書館が「デジタルリソースのハブ」となるこ

とを提言している。

　一方で相宗は、そのための図書館の人員確

保の難しさをあげ、ボランティア等の住民参

加が必要であることを指摘している
45）
。このよ

うな住民・市民との連携は、ウェブサイトに

よって情報発信されている事例も多く、ウィ

キペディアタウンなどとの連携も多数報告さ

れている。また、相宗は別の論考で「住民同

士の場」づくりに、ラーニング・コモンズを

利用する可能性について触れている
46）
。ラーニ

ング・コモンズは、大学で学生の正課外の活

動の場所として位置づけられるものだが、そ

の構成要素として、人的なサポートが必須と

される
47）
。

　本稿では、公共的な空間としての図書館

で「調査する住民」同士が交流することを一

つの理想像とするが、地域資料をデジタル化

し情報発信を行う主体は、その地域の住民で

あるとするならば、図書館（図書館職員）の役

割は彼らをサポートするファシリテーターと

しての機能ではないだろうか。公共図書館に

ラーニング・コモンズを導入する場合には、

住民によるデジタルな情報発信を前提とした

人的援助を行うサポート体制を整える必要が

あると考える。そのためには、相宗も指摘す

るように先行する大学図書館の知見を参照し、

協力体制を構築することが望まれる。

4. 重点サービスの提案
　情報リテラシー支援と地域資料のデジタル

化について、重点サービスとしての概要を提

案する。情報リテラシー支援については、本

稿執筆者の一人が担当した「図書館情報学」
（一般教養科目）、「図書館情報技術論」（司書課

程科目）の授業シラバスを示す。詳細な内容

は割愛する。地域資料のデジタル化について

は、本プロジェクトでの議論のまとめを示す。

4.1. 情報リテラシー支援

　以下のシラバス内容の修得で、住民自身に

よるセルフレファレンス
48）
（pp.19-24）と、図書

館員が情報リテラシーのインストラクターと

なることをゴールとしたい。以下のシラバス

はその実例である。読んで書くための演習課

題として、学術論文の探索、入手、抄録作成

（2回、講評をつけて返却）を課すと効果的

である。

4.1.1.「図書館情報学」のシラバス

概要

　図書館情報学について学ぶとともに、大学

生・社会人としての基本的情報リテラシーを
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学ぶ。情報を正しく理解・評価・活用する基

本的能力について、講義と演習によりスキル

を高める。レポートや論文の執筆に必要な文

献の調査・入手、論文のテーマ設定などの実

践的な知識が身に付く。

授業の目標

a）社会生活における課題発見とその解決の

ために、情報を正しく理解して活用する

能力を身につける。

b）情報活用能力を身につけるために、情報

メディアと、情報の組織的な提供機関で

ある図書館の基礎的な事項について、そ

の特徴や仕組みを知る。

c）情報の収集・加工・発信の基礎的な演習

により、情報メディアと図書館を活用す

るための理解を深める。

各回の内容と目標

1）実践的ツールとしての「図書館・情報学」

目標：「図書館・情報学」の有効性を理解

する。Q図書館の活用、Q学術論文とは

2）メディアを組織化して利用者に提供する

仕組みとしての「図書館」

目標：メディアを組織化して利用者に提

供する「図書館」の仕組みを知る。図書

館の仕組みや特徴を理解することによっ

て、有効に図書館を活用できるようにな

る。Q図書館の機能、Q貸出冊数の意味

3）情報を蓄積し伝達する図書、雑誌、イン

ターネットなどの「情報メディア」

目標：情報を蓄積し伝達する図書、雑誌、

インターネットなどの図書館で提供され

る各種の「情報メディア」の特徴を理解

する。情報メディアの仕組みや特徴を理

解することによって、有効に学術情報を

活用できるようになる。Qメディア比較、

Q蔵書構成

4）情報メディアの収集、提供、保管を行う

ための「資料組織」

目標：図書館で提供している情報メディ

アを効果的に活用するために、図書館資

料へのアクセス方法の仕組みを理解する。

図書館資料の組織化について理解するこ

とによって、学術情報をより効果的に活

用できるようになる。Q分類の仕組み、

Q総合目録の仕組み

5）データベースやインターネットで情報を

探索・入手するための「情報検索」

目標：情報へのアクセス方法の技術と、

情報の入手方法について理解する。情報

検索の具体例を知ることによって、課題

探索を効果的に行うことができるように

なる。Qツールの比較、Q文献の入手と

要約

6）社会人に必要なコミュニケーション技術

としての「情報発信」

目標：課題を発見し、情報を入手し、情

報を効果的に発信する方法について理解

する。Q引用の方法、Q著作権の解釈

　一コマ分の内容を紹介すると、「3）情報メ

ディア」では、本・雑誌・新聞などの紙メ

ディアとネット情報の実例を示して、情報の

鮮度の差、信頼性などを解説する。図書の信

頼性と SNSの信頼性には差があり、その差

がなぜ生じ、信頼性の評価をどのように行う

のかなどである。吉見による、本とネットに

おける著者性と構造性における質的な違いで
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ある
49）
。

4.1.2.「図書館情報技術論」のシラバス

概要

　図書館業務に必要な基礎的な情報技術を修

得するため、コンピュータ等の基礎、図書館

業務システム、データベース、検索エンジン、

電子資料、コンピュータやネットワークシス

テム、図書館サービスへの情報技術の活用等

について学ぶ。理解を深めるために、課題を

設定したグループワーク（GW）を行う。

授業の目標

1）図書館業務に必要とされる情報技術の理

解

図書館の種類と機能とは

図書館で使われている情報技術とは

2）サービスと管理運営への活用を説明できる

サービスと管理運営とは

3）情報技術の展開と課題に対応できる

変容する図書館の役割：情報拠点

まちづくり、生涯学習、地方自治、情報

社会

4）図書館とインターネットの活用に習熟する

自分にも活用可能な情報 [通信 ]技術

情報の獲得と発信 ,情報化社会へ上手な

対応

各回の内容

01情報技術と図書館

02コンピュータとネットワークの基礎

03-04図書館における情報技術活用の現状

05インターネットによる情報発信

06電子資料とデジタル化

07情報検索とデータベース

08図書館業務システム

09コンピュータシステムの管理

10最新の情報技術と図書館

4.2. 地域資料のデジタル化

　どこの図書館でも検討課題となるのは、ど

のような地域資料をデジタル化し、図書館

サービスとして事業展開すればよいのかであ

る。プロジェクトのメンバー内での限られた

検討結果であるが、それを以下に示す。

　まず該当地域に関する過去から現在までの

広い範囲の資料・情報が必要である。すでに

収集している過去の情報はデジタル化を行い

つつ、日々発生する情報も残していく。地域

の課題を調査し、改善・実現策を考える住民

の支援には、従来の図書館資料だけでは足り

ない。自治体の産業経済、防災を担っている

部署の情報が、現在の図書館資料となってい

なくても、そこにナビゲートし、つなぐこと、

媒介者となることが必要である。図書館が積

極的に働きかけることで、色々な部署の人を

図書館に呼び込み、レファレンスの場面で顔

をつなぎ、情報の所在を把握することができ

る。こうしたプロセスを経て、市民への情報

公開の窓口を図書館が果たすことができる。

該当地域に関する資料の求めに対して、関連

部署・専門機関などへの照会・紹介を行うレ

フェラルサービスも含めて、「図書館にはあ

りません」などと、決して言ってはならない

のである。

　また地域でしか集められない資料には、新

聞チラシ、町会の作る地図、商店街の地図、

地元の会社の社史など、様々な灰色文献があ

るが、これらは将来的に一級の地域資料にな

る。卒業アルバム、町会の会員名簿などは、
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当面の間は個人情報保護の関係で非公開が前

提となり、歴史的に時間を経なければ公開で

きないが、50年・100年先のサービスとして

取り組むことが必要である。特に、名簿類に

ついては、図書館で収集を行わない限り散逸

してしまい、貴重な歴史的資料が手に入らな

くなる。

　地域の小学校の卒業アルバムや一般住民の

アルバム類なども、不要なものの寄贈を呼び

かけることが考えられる。現に、学校には開

校当時からの校誌や写真が保存されているこ

とが少なくなく、地域の写真館にも、その地

域ならではの歴史的な写真も存在しているこ

とがある。地域の風景写真については、地域

の写真の同好会に協力を依頼したり、図書館

が地域の風景写真講座を開いて、時々の写真

を残すことなども可能である。このところの

市町村の変貌は著しく、地域の映像資料や地

図を地域の図書館が保存し、デジタル化して

利用に備えていくことは、緊急の課題ともい

える。

　このように個人情報ですぐにデジタル化公

開ができないものは多いが、整理・公開作業

の前に、まず計画的な収集を行うことが必要

である。デジタル化して簡易なものでもカタ

ログが作成できれば、取りあえず館内閲覧が

可能になるだろう。さらに DB化できればイ

ンターネットを通じて世界に発信することが

できる。

　事例として、近所で親しく付き合っている

高齢の方から、戦争前後の学制や、学徒動員

と故郷まで戻る旧友との道中、新制大学への

入学、小学校の教員になるまでの経緯など、

当時の学生時代や生活の昔話を聞いた。そこ

で、当時の詳細を知りたくなり調査を開始し

た。「福島の学徒勤労動員の全て
50）
」を、ある企

業のサイトで全文が公開されているのをみつ

けた。福島県内の図書館は、紙媒体の図書を

福島県立図書館（地域書庫／持出禁止）などの 6

館が所蔵していたが、公開されている PDFの

全文へのリンクなどは見当たらなかった。プ

リントアウトして差し上げると、回想法では

ないが、そのご本人へのインタビューも載っ

ていて、当時を思い浮かべる良い資料になっ

た。印刷媒体の本がもつ力であり、地域資料

のデジタル化の有効性を示す一例である。

　デジタル化されると有用な地域の歴史の例

もある。地域講座で講師をされる方の著書

「辻堂歴史物語
51）
」は、藤沢市だけに所蔵され

る地域資料である。デジタル化できれば地域

に関して、全分野の貴重な情報源となる。

　本プロジェクトの編集協力が結成のきっか

けとなった「ぼくは、図書館がすき：漆原宏

写真集
52）-53）

」や、以前の写真集
54）
のデジタル化は、

図書館内の光景が当時の記録となり、これも

有用な地域資料といえる。肖像権や、公開の

方法・システム、利用制限、データ保存など

の検討事項は多いが、小さな地域資料のデジ

タル化として、本プロジェクトで対応を検討

している。3万枚以上のネガフィルムのデジ

タル化とメタデータ付与は、将来的な事業と

して構想すべく検討中であるが、まず肖像権

や公開の方法・システム、利用制限、データ

保存などについても具体的に検討する予定で

ある。

　先の福島、辻堂の例に加え、大学図書館の

ユニークな資料群である個人文庫の有用さの

例を紹介する。国際基督教大学における内村
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鑑三記念文庫のデジタル化された資料に対し

て、「上毛かるた」を授業で学んでいる小学

生から手紙が来て、文庫の資料を活用できた

例があった。群馬を代表する郷土かるた「上

毛かるた」（群馬県の人物、地理、風物が読まれ

ている）に内村鑑三が入っていて、インター

ネットを一番の探索ツールとする小学生が、

デジタル化で公開された個人文庫に辿り着き、

遠く離れた調査する住民が必要な情報を入手

できた。デジタル化以前は、一部のみしか知

られていなかった図書館資料が有効活用でき

た好例である。また、文庫や地域資料の企画

展示から、個人の所蔵している関連資料を

持ってきてくれる人もいて、図書館と専門家

との連携にもつながる。

　図書館の主要業務・サービスである資料の

目録化と資料提供、そして、一歩踏み込んだ

写真などのデジタル化による公開など、イン

ターネットでの世界への情報発信で、地域を

超えた研究活動への支援が実現できる。

おわりに
　インターネット後の公共図書館における重

点サービスは、情報リテラシー支援と、地域

資料のデジタル化の二つである。学校、家庭、

職場など、日常生活は調査活動に満ちている。

図書館員は、情報リテラシーを支援し、その

インストラクターとなり、セルフレファレ

ンス（図書館資料に限定せず、あらゆる情報源と

ツールを対象とする）を実現し、地域資料の監

修者としての役割も期待されている。すでに

述べたように現時点ではまだ職務として確立

していなくとも、今後の需要を先読みし、職

場としても、情報のプロを目指す図書館員と

しても、早急な取り組みをして欲しい。

　前川
55）
（p.119）は、「みんなをあんまり賢く

してもらうと困るんだよなあ」という図書館

設置者の代表である市議会議員の本音を記し

ている。行政施策・サービスは黙って受け入

れてもらった方が楽ちん、ということなので

あろう。プロジェクトでも似たような経験が

紹介された。複合施設の建設計画の説明・意

見交換会で、「住民の意見を聞きもっと良い

施設にしたい」という新規住民と、「せっか

く新しくなるのだから（黙って）受け入れれ

ばよい」という立場の、長年にわたって地元

に住んでいる住民の意見対立に対して、市の

職員は「参考意見としてお聞きする」という

立場を崩さず、対立意見の受容もなされず、

会は平行線のまま終了した。このような不毛

な光景は、どこの自治体でも経験されている

のだろう。

　竹内は、図書館とは何かを述べている中で、

日常の業務を処理するだけではなく、「自館

の運営方針や奉仕計画の策定に積極的に参

画」（図書館員の倫理綱領　1980年制定　第 7）

することと、毎日流れていく時間の中で、30

年先に備えることを指摘している
56）
。

　サービスの拡大や高度化は、設置者の経営

状況や図書館現場の状況を勘案すれば、簡単

にできることではない。しかし、調査する住

民としての立場から、地域課題の解決に貢献

する図書館への期待と要望はきちんと整理し

ておくべきと考え、図書館笑顔プロジェクト

は本稿をまとめた。

　ここまで本稿で述べてきた「調査する住

民」は、基本的には個人として主体的に自ら

の興味の対象を研究するものである。しか
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し、資料・情報と図書館の人的サポートの提

供に、ラーニング・コモンズのような学びの

場を加えることで、利用者同士の交流が生み

出せるならば、柳の言う「新しい知的公共空

間をつくる
57）
」ことが可能になるのではないだ

ろうか。そのような先進事例として、「共知・

共創──共に知り、共に創る」をコンセプト

とした県立長野図書館の「信州・学び創造ラ

ボ」の設置や、デジタルアーカイブ「信州デ

ジタルコモンズ
58）
」による地域の画像・映像を

「知の共有地」として記録・活用する試みが

ある。

　「調査する住民」たちが目指すべき姿を考

えるときに、根本が V. L. パンジトア『公共図

書館の運営原理』のなかの表現である、「well-

informed citizenry」の訳を「見識ある市民」（あ

るいは「教養ある市民」「知識ある市民」）と紹

介し、それが「主体的に情報を利用できる」

とともに「自分なりの政治的判断ができる市

民」であり、そうした市民によって図書館は

利用される
59）
のだとしていることを、いま改め

て想起したい。

　最後に、本プロジェクトにおける図書館

サービスに対する考えを包括的にまとめる。

　図書館が提供できる資料・情報は、流通し

ている図書・雑誌からインターネット上で流

通する資料・情報まで拡大した。現在と将来

において、生活インフラとして、インター

ネットが普通の情報基盤となっている。図書

や雑誌の閲覧・貸出だけでなく、ユニークな

地域資料や個人文庫のデジタル化は、地域住

民だけではなく世界中からの情報要求にも応

じることができる。デジタル情報の提供とア

クセス、情報リテラシー支援による情報探索

スキルの保証により、地域から地球規模まで、

調査する住民の要求に応えることは、従来の

図書館業務・サービスのノウハウを蓄積して

きた図書館にしかできない。地域のためと共

に、地域にとどまらない世界のためという理

想を実現し、地域にもフィードバックされ、

それが共有・連携のサイクルを形成すること

を期待したい。

　今後の課題として、自治体の資源再配分

や DX（デジタルトランスフォーメーション）と、

図書館事業・予算の拡大について、住民と設

置者に向けた調査・提案を行いたい。
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